
■ 流通チャネルで考える

生産者から消費者へ商品が流れて

い く道筋を、流通チャネル (流通経

貿争:Distribution Channel) という。

業種で示せば 「製造業 (生産)→ 卸

売業→小売業J(業 種間チャネル)と

なるが、施設で示すと 「工場→流通

センター→店舗J(施 設間チャネル)

になる (図)。
(1)

連載の第 4回 日に 「『「「1抜き』はさ

まざまな角度で検討が必要」を書い

た。当時話題 となっていた 「製販直

結の流通チャネル (卸売業の中抜 き

論)」を題材に、調1売を中抜 きして直

送すべ きか、それとも卸売を経由す

べ きかを考えたものだった。 第41回

日では 「『台キロ』から見た共同配送

の効率」 として、配送距離の削減可

能性について考えてみた。
(2)

今回は、業種間チャネルにおける

卸売業 と、施設間チャネルにおける

流通センター (中継地)を 比較 して

考えてみたい。

華 卸売の中抜 き論 と中継論
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「卸売の中抜 き論」とは、業種間チ

ャネルの議論である。卸売を省いて

生産と小売を直結すれば、流通の簡

素化が進み、流通改革ができるとい

う考え方である。

流通や物流を勉強する人にとって

必読の書のひとつに、いまから40年

以上前の昭和37年 (1962)に発行さ

れた 「流通革命」がある。筆者の理

解では、流通機能の変化 (流通加:l:

の増加や、生産流通の統合など)と 、

流通制度の変化 (小売業界における

量販店の台頭 と、卸売の中抜 き論)

が述べ られていた。特に後者につい

ては、スーパーマーケットの発展や、

生鮮食品の市場外流通などを、言い

当てている。
(3)

一方で、中小小売店にとっては、

卸売業が必要不可欠なことも多い。

なぜなら、 月ヽさな月ヽ売店が商品ごと

に数多 くのメーカーと直接取引をし

たり、在庫を持つことは不可能に近

い。

だからこそ、卸売業の商占ll提供力

や計|ぞろえ機能に頼らざるを得ない。

さらには売れ筋情報の収集と提供や

資金力による金融機能もある。それ

だけに、物流機能や情報機能に活路

を見いだしなが ら、現在 も活躍 して

いる卸売業は多い。

つまり業種間チャネルにおいて、

製販直結の 「中抜 き論Jと 、卸売業

による 「中継論」は併存 しているの

である。
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確 配送の中抜き論と中継論
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次に、施設間チャネルを考えてみ

よう。

工場から流通センターを経由せず

に店舗に直送すれば、図式としては、

卸売の中抜 き論 と同じである。少品

種の製品を大ロットで輸送するので

あれば、途中で寄 り道することなく、

直送 した方が効率的なことは間違い

ない。
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